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60分 後 に80%の 牧 率 にな り,そ の減 少 も緩 かであ る.

 一 方 に於 てNaC], FeC}3或 は 一般 にCl一 イオ ンの存在 の下 に酸 を添加 しないで P63Lamp

還 元 を行 い うる事 は周知の虞で ある4〕.依 て吾 々は ニ トロナ フタ リンスル ホン酸 の場合 に二次

的副 反鷹 を抑制 す る爲 に,低 酸濃度 に於 て食賄 を添加 し或 は食 臨のみ にてB6cLamp還 元 を比

較實瞼 した.そ の結 果 は第2表 に示 した.

            第2表  温度94～95℃,倉 聴濃度10%

    麟 叫 ・ …i ri,}1 i/ 1・・時・・1・ ・魁 一 …

     ・.25%HCI 7・・%:71.・%1・4.…18・.・%… ・3・・%                                                                              

      O%HCI    66.8%  … 73.6%  1 79.6%  : 9).7%  1 78.8%
         、          l        I        2        1

 第2表 より低酸濃度 に於て或は酸 を用いすに食臨を添加 し7こ珊合に1よ還元速度は逓 くなつて

いるが,二 次的副反慮は著 しく抑制せられ,結 局通常の1～6ChamP還 元 による前記の最高ア ミ

ン牧i率が安全 に達せ られ る事が'団る.

 結 論 以 上要 す るに,二1・ ・ナフク リンスル フオ ン酋釦 ≧r6c}a!np還 元 に方寄け るア ミン

牧 率 の 低 下 は 主 と して 生 威 せ る ア ミ ンの 二 次 的 還 元 分 解 に 基 く もの で あ り,こ の 二 次 的 副 反 慮

は 湘 度 及 び 酸 濃 度 の 高 く な る と共 に 著 し く促 進 せ 己,れ る事 が 明 と な つ た.木 研 究 の 結 果 よ り,

高 酸 濃 度 に於 て は 反 慮 瀧 度60℃ 以 下1時 悶 に て,或 は 低 酸 濃 度 才`1くは 無 酸 の 還 元 に 於 て1よ 食 鷹

添 加 の 下 に95℃2～3時 間 に於 て 最 高 ア ミン 牧 率 は 〕:11輪の 約80%に 達 す る事 が 結 論 せ ら れ る ・
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         25.ア セ ト ア ル デ ハ イ ド より

           ア セ ト ン え の 接触 的転 換

              國 近 三 吾,太 田 廣 興

 ア セ トアルデハイ ドと水 よ リアセ トンの氣 祁反庶合 成に方きけ るアセ トン牧 量の 向上 を 日的 と

し,前 研 究報 告1)に 於 て アセ トンの牧量 良好 な るF。20::,Z・Oを 主 剤 とす る もの 及び これ らを

各種捲罷 に吸着 させた鰯媒 を用いて實駿 を行 つ た,

 賓 験 條件  鰯 媒景30ee,鰯 媒煉 の長 さ30cm,反 臆温度4FO℃,試 料滴下速 度10cc/hr,試

料 使用量約30%ア セ トアルデハイ ド水溶液25ec.

                   (J'6)



        國近,太 田:ア セ トアルデハイドitt)アセ トンえの接鯛的構換

 賓 験結 果  (イ)ア セ トンの牧量 は鰯媒の調製法 に よ財輯営影響 を受 け る爲 め,2,3,の 盧

理 法を異に した酸化鐵鱗 媒 によ るアセ トンの牧 量を調べた.

 1.臨 化 第 二鐵 を苛 性 ソーダにて沈澱廿 しめ600℃ で5時 闇培 焼 した鰯媒.

   反 絶1率942%,ア セ トン2)牧 率712%

 fi.硫 酸 鐵 を濃 ア ンモ ニア水 にて沈澱 せ しめ603℃ で5時 間培焼 し1こ暇媒.

   反 慮 率967%,ア セ トン牧卒79。8%.

 懸.市 販化學用純 酸化鐵 を水洗 し,120℃ に て1時 罰乾燥 した醐媒.

   反1悠90・0%,ア 七 トン牧i率666%.

 (ロ)各 種金 厨酸 化物 中アセ トンの牧量良好 なるFe203及 び7。Oの 爾者 を混合 燭媒(混 合

重量比1:1)と して使用 し,前 述 と同一條 件によ り實験 を行つ た.

皿・隅媒 恥 ・!・一遡 →Fe(・ID・ ・乎騰 一→恥 ・堀

     為cl・一巡9些 →Zn(・H)・ ぞ器 →z〆o

 試 料通 過量250ccま で に得 られ た費験結 果の,卜均fli「〔

      反 慮i率97'4%,ア ・ヒトン牧率87.8%.                」

v'角蜀媒撫 砦～1㌧蕊雛 齪一

 試 料 通過 量250ccま で に得 ζ)れた實験結 果の2}三均 殖

      反 慮{率919%, ア セ トン牧率69.4%.

W・ 角蜀媒1・・CI・脚H→ ・・(・}1)・一認 急→M・   ・

     ZnC・・耀 蕎 →ム・    '

 試料通過量250ccま でに得 られ實験絆袈の干均値

      反雁{i率955%,ア セ トン牧率68.5%.

臓 腸8茸1言 堺1>迅OII→ ・・(・H)
・-Zn(・II)・

     擢 論 →隔… 一ム・・

 試 料 通過量250ccま で に得 られ た實験結果の,ト均値

      反 慮 率95.2%,ア セ トン牧率51.0霧.

 (ハ) 丁㌔203及 び7、,Oの 混 合 勇蜀媒 中好結身芝を得 た燭 媒脛を用い,2,3の 櫓罷 につ き實験 を

行 つ た,
         ヨ                             ら

 F。,o二rz,、o一 珪 藻」二系 鰯媒

   珪 藻 一ヒ(琢:量%50)と 鰯 媒 を水 にて混和 し,5〔0℃2時 ㈱加熱 した鰯媒

      反 慮 率91.9%,ア ーヒトン牧率67.0%.

 F。20ザ ーZ。o一酸 個:白ニヒ系燭媒

   酸 性 白 一L(25%)と 鯛 媒 をフkにて混禾rlし,500℃2時 間加熱 した薄蜀媒

      反 慮 率85.4%,ア セ1・ン牧率44.8%.

他 の措骨豊に珪 し酷酸 の 生成薯 し く21.S%a)で あ った.

                   (57)
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 FegO3-ZnO一 シ リカゲル系隅媒

   シ リカゲル(20%)と 解 媒 を水 にて混和 し,5〔 〕0℃2時 間加熱 した鰐媒

     、反腱=i率7.7%,ア セ トン牧率83%.

 IF'。203-7nO一 活 性炭系鯛媒

   活 骨炭(富 士 活性,50%)と 燭 媒 を水にて混和 し, 120℃1時illlカil禦1し た燭媒              ヒ

      1反地{率99。8%,ア セ トン牧奉72.4%.

 (二)捲 艦 中活性炭 が最 も良 い結果を示 したので,50%活 性 炭含イ∫燭媒 中Fe20:1, Z、、Oの 混

合割合 を3:1(重 量 比)及 び1:3(1示?:比)に 攣 えて費験 を行 つた.

      反 慮率93.6%及 び29.9%  ア セ1・ン牧率66.3%及 び58.3%.

 以 上 絡括 す る と,一 元 燭媒 に於 ては堕化第二鐵をNH40Hに て沈澱 せ しめたF。203燭 媒4)

が アeト ンの牧 量最 も良 く,二 元 燭媒 に於 ては盤化第二鐵 をNaOIIで 庭 理 して作 つたFe203

と歴 化亜鉛 をN。OHに て塵理 したZ。C)と の混合濁媒 力{よ く,捲 罷 としては活性 炭が最適 であ

る事 を知 つた.

本研究に當1}御 指導 を賜つた野津龍三郎敏授に感謝の意を式す.
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       26・ 醗 酵 法 に よ る桑 皮 及 び 箆 麻 皮

          の 高 度 精 練 に 關 す る 研 究

            片 桐 英 郎,花 木 孝 雄,山 本 龍 男

 桑 皮 の好氣的醸 酵精練細菌 として各1株 のBacil!us morus及 びBactel・ium mollls並 に2

株 のMiCrOCoeClls mort!Sと 命名 した合計4株 の優良細菌 を護 見 した.こ れ等 の菌Miを 利 用 し

て4回 に亘 る蓮綾醸酵精 練法1)の 工X化 試験を完了 した.

 一方 桑 皮の嫌氣的醸 酵精練細菌 としてWeizmann型 ク ロス トリヂウ ムに優 る所謂 片桐 菌 を

焚見2)し,こ れ叉工業 化試験 を行つ た次第であ るが,繊 維長 の關係 か ら衣 料用 としては重 要性

を指 摘 し得 ない桑 皮を して新規 な川途を開 く目的 を以 て桑 皮の高度精練化 を試みた.

 又 一 方,箆 麻子 を封 照 として栽培 され る箆麻植物髄 は利用 されて いないが,箆 麻董 の40%を

占 め る箆麻皮(靱 皮部)は 桑 皮(全 繊維 素46.5%,α 一 繊維素370%)に 近 い成 秀(全 繊維 素42.17

%,α 一繊維素33.82%)を 有 す るか ら,そ れの高 度精練化 を も合せ て研究 した.

 桑 皮 及び箆麻皮の高度精 練法 として普通の醸酵精練 品の化學塵理 と醸 酵細 菌に よる極端 な精

練庇理(over retting)と を試 みた,

 即 ち.き皮 に就 てはBacillus mo1・usに ょ る∫O時聞の醸酵繍 品(牧 量56%,α 一 繊維 素61.83

                   (58)


